
数学科学習指導案

指導学級：３年２組 基本コース 10名

指導場所：少 人 数 教 室 Ｃ

指 導 者：教 諭 岩 元 邦 俊

１ 単元名 「相似な図形」

２ 単元について

(1) 教材観

小学校では，第５学年で，図形の合同，第６学年で縮図や拡大図及び図形の対称性について理解して

いる。このように，ものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に少しず

つ着目できるようにし，基本的な図形をかいたり，作ったり，それを用いて平面を敷き詰めたりするこ

との学習を通して，図形の見方が次第に豊かになってきている。

中学校の「図形」領域において，生徒は初めて論証の学習にふれることとなる。１学年においては，

平面図形や空間図形について観察・操作や実験を通して，図形に対する直感的な見方や考え方を深めて

いる。２学年においては，平面図形の性質を基に，論理的に考察する能力を養ってきている。そして，

３学年において，図形の相似や三平方の定理について理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用い

る能力を伸ばすとともに，図形について見通しをもって論理的に考察し表現することをねらいとしてい

る。

本単元「相似な図形」は，今まで学習してきた内容を基に，様々な図形の性質について推論し，論理

的に考察する能力を伸ばすために適切な題材である。生徒は，三角形の合同条件と対比させながら三角

形の相似条件を学習する。そして，様々な図形に対して，相似な図形や平行線と比の性質を活用しなが

ら図形を論理的に考察することができるようになる。

(2) 生徒観

本コースの生徒は，学習への取組は比較的真面目であるが，数学が嫌いで苦手である。ＮＲＴの分析

では，図形領域の通過率は全国平均よりかなり低い。小問内容では，五角形の１つの外角や三角形の合

同条件の利用，平行四辺形の性質が特に低い。既習内容を振り返らせ，学習のつながりを意識させなが

ら，丁寧に学習を進める必要がある。

(3) 指導観

本校では２，３年生を本人の希望により，１学級を習熟度別の基本・標準の２コースに分け，指導し

ている。基本コースでは，基礎・基本の定着を図ることを主目的として授業設計を行っている。標準コ

ースでは，基礎・基本の定着を基に応用的な学習にまで発展させた授業設計を行っている。

基本コースにおいて本単元では，相似の学習を通して，論理的に考察し表現することができることを

目的としている。筋道をたてて表現できる能力を育成することが重要であるが，本コースでは，論理的

思考を表現するために，口頭で説明したり，図を使って説明したりして，論理の進め方の指導に力点を

おき，筋道を立てて説明できるように指導していきたい。最終的には数学的に表現できるように，段階

を踏んで指導をしていくが，そのためには推論の基礎となる定義の意味及び推論の進め方の理解が大切

である。よって，根拠として何を使ってよいのかなどの指導をすることで，数学的な推論の意義とその

方法が理解されるように留意する必要がある。

また，実生活の中で相似の考えが活用している場面を見つけて生活の中に数学が活用されているよさ

に気付いたり，直接測定することが困難な部分の長さを求めることを通して数学の実用性が理解できた

りするように指導していきたい。



３ 単元の学習目標

○ 図形の相似の意味を理解し，三角形の相似条件を見いだすことができる。

○ 三角形の相似条件を利用して，図形の性質を論理的に確かめることができる。

○ 平行線と線分の比について調べることができる。

○ 相似の考えを活用することができる。

○ 立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比，体積比の関係を理解し，それを利用できる。

４ 単元の指導計画

節 時 指導の流れ 言語活動(☆)・ＩＣＴ活用(◎)の工夫

○ 相似の学習に必要な学習内容を振り返らせ ◎ 具体物を見せたり，図を提示したりす

１ る。 る。

○ 拡大・縮小，拡大図・縮図の意味を理解さ ☆ 図形の拡大図や縮図をかかせて，相似

せる。 の意味を説明させる。

○ 図形を拡大・縮小するという操作を通して

相似の意味を理解させる。

２ ○ 相似な図形の性質や相似比について理解さ ☆ 相似な図形の性質や相似比について図

１ せる。 を用いて説明させる。

３ ○ 相似比を利用して，対応する辺の長さを求 ◎ 課題把握，解決の見通しや確認を行う。

相 めることができるようにする。

似 ４ ○ 拡大図のかき方を通して，三角形の相似条 ☆ 三角形の合同条件を活用しながら，拡

件を理解させる。 大図をかき，三角形の相似条件を図を用
な

いて説明させる。

図 ５ ○ 三角形の相似条件を用いて，簡単な図形の

性質を証明することができるようにする。 ◎ 図を提示し，移動させたり重ね合わせ
形 たりする。

６ ○ 相似の位置の意味を理解し，拡大図・縮図 ◎ 具体物を見せたり，図を提示したりす

をかくことができるようにする。 る。

７ ○ 縮図を利用した高さや距離の求め方につい

て考えさせる。

８ ○ 「確かめよう」を利用し，これまでの学習

を振り返らせる。

２ ９ ○ 三角形の１辺に平行な直線が他の２辺と交 ☆ 三角形の相似条件を用いて図証させ，

わるとき，それぞれの交点は，その２辺を等 「平行線と比」の定理を説明させる。

相 しい比に分けることを考えさせる。

似 10 ○ 「平行線と比」の定理を利用して，線分 ◎ 課題把握，解決の見通しや確認を行う。

の長さなどを求めることができるようにす る。
の

応 11 ○ 三角形の２辺を等しい比に分ける２点を結

べば，その線分は残りの辺に平行となること

用 を考えさせる。



節 時 指導の流れ 言語活動(☆)・ＩＣＴ活用(◎)の工夫

12 ○ 「比と平行線」の定理の特別な場合として， ☆ 三角形の相似条件や「比と平行線」の

（

中点連結定理を考えさせる。 定理を用いて，中点連結定理を説明させ

本 る。

時

）

◎ 課題把握，解決の見通しや確認を行う。

２

13 ○ 中点連結定理を利用することができるよう

相 にする。

14 ○ 「確かめよう」を利用し，これまでの学習

似 を振り返らせる。

15 ○ 基本的な立体の相似の意味を理解させる。 ◎ 具体物を見せたり，図を提示したりす

の る。

16 ○ 相似な図形の相似比と面積比の関係につい ☆ 日常にある具体物を利用して，相似比

応 て考えさせる。 と面積比・体積比の関係を説明させる。

17 ○ 相似な図形の相似比と体積比の関係につい ◎ 具体物を見せたり，図を提示したりす

用 て考えさせる。 る。

18 ○ 「確かめよう」「５章のまとめと問題」を利 ☆ 互いに説明させながら，単元の学習内

19 用し，これまでの学習を振り返らせる。 容を振り返らせる。

20 ○ 単元テストで学習内容の定着を確認させる。

５ 本時の実際（12／20）

(1) 主題 「中点連結定理」

(2) 学習目標

○ 学習課題に関心をもち，意欲的に取り組もうとしている。(関心・意欲・態度)

○ 中点連結定理の証明を，理由を明らかにしながら，説明することができる。(見方や考え方)

(3) 研究仮説に沿った授業設計の視点

○ 予習課題の確認や自分の考えを発表する場で，映像・音声を用いたコンテンツ制作ソフトやワイヤ

レスペンタブレット，手書きソフトを利用する場を設定する。

○ 既習内容の確認や予習学習の確認，学習課題の相互解決の段階で，根拠を明らかにしながら，ペア

学習による説明し伝え合う場を設定する。

○ 学習課題を把握する場面で，興味・関心を高めさせるために，写真やＶＴＲを利用する場を設定す

る。

○ まとめの段階において，本時の学習内容を振り返らせながら，自分の言葉でまとめさせる場を設

定する。



(4) 評価規準と生徒の姿

観 点 評価規準 生徒の姿

関心・意欲・態度 平行線と線分の比の関係に関心をもち， 自分の考えを図解表現に表そうと

中点連結定理について調べようとする。 している。

見方や考え方 中点連結定理の証明を，根拠を明らかに ペア学習で，図解表現を利用して，

しながら，証明することができる。 明確に説明している。

(5) 授業の展開 （☆：言語活動，◎：ＩＣＴ活用）

過 時 形
学 習 活 動 指導上の留意点 仮説実証の視点

程 間 態

ペ １ 予習課題の内容について確認 ・ 学習課題を考えるための準 ◎ 書画カメラを利用

ア する。 備になる課題を予習課題とし し，予習課題を確認

て与え，学び直しを行う。 する。

☆ ペアで，予習課題

右の図で， Ａ を説明させる。

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ＝１：２のとき，

① ＡＰ：ＡＢ Ｐ Ｑ

② ＡＱ：ＡＣ

③ ＰＱ：ＢＣ

を求めよう。 Ｂ Ｃ

一 ・ 平行線と線分の比について

斉 の性質を確認する。

課 ・ 生徒が言ったものを再度教

題 15 師の方で押さえる。

把 分

握 ペ ２ 学習つながりマップや情報コ ・ 学習つながりマップや情報

ア ンテンツ制作ソフトで比と平行 コンテンツ制作ソフトで確認 ◎ 情報コンテンツ制

線の性質について振り返る。 する。 作ソフトを利用し，

これまでの学習内容

３ 学習課題を確認する。 ・ 写真やＶＴＲを見せて学習 を素早く確認する。

一 の意欲付けを行う。

斉 ◎ 写真やＶＴＲを利

サッカーのフリーキックで， Ｘ 用し，学習の意欲付

ボールとゴールポストの中間 けを行う。

の位置に壁を作りたい。

ゴールの幅が８ｍのとき， Ｙ ◎ プレゼンテーショ

Ｘ，Ｙ，Ｚ地点でのフリー Ｚ ンソフトを利用し，

キックの壁は，それぞれ何ｍ 学習課題を確認する

になるだろうか。



過 時 形
学 習 活 動 指導上の留意点 仮説実証の視点

程 間 態

・ 予習課題と似ている点や違

（反応例） う点を確認しながら，本時の

・ ゴールの幅の半分くらいか めあてに焦点化させていく。

な。

・ ゴールに近い方が壁が長い。 ・ 実際に線の長さを測らせ

一 ・ ３地点とも同じ長さ。 る。

斉

４ 学習のめあてを立てる。

三角形ＡＢＣにおいて，中点を結ぶ線分ＰＱと辺ＢＣとの間には，どんな関係がある

だろうか。

５ 学習問題の解決の見通しを立 ・ 予習課題を振り返りながら ◎ 学習課題に取り組

てる。 見通しを立てさせる。 めない生徒にＩＣＴ

を利用して，学習課

学習問題 題を把握させる。

△ＡＢＣにおいて，Ｐ，Ｑが

見 ５ 一 中点のとき，ＰＱとＢＣの関係

通 分 斉 を調べてみよう。

し Ａ

Ｐ Ｑ

Ｂ Ｃ

６ 学習問題に取り組む。 ・ 机間指導を行い，つまずい ☆ 自分の考えを図を

ている生徒には，予習課題を 利用してまとめさせ

（反応例） 振り返らせる。 る。

・ △ＡＰＱ∽△ＡＢＣより

ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ ・ 早く解決できた生徒には，

自 ＝１：２ 他の方法を考えさせる。

力 ５ 個 ・ なんとなく ＰＱ∥ＢＣ

解 分 ・ ∠ＡＰＱ＝∠ＡＢＣより

決 同位角が等しいから

ＰＱ∥ＢＣ

・ ＡＰ：ＰＢ＝１：１

ＡＰ：ＡＢ＝ＰＱ：ＢＣ

＝１：２



過 時 形
学 習 活 動 指導上の留意点 仮説実証の視点

程 間 態

相 ７ 互いの考え方を説明し合い， ・ 図だけでなく記号等を使っ ◎ ＩＣＴ(情報コン

互 15 ペ 比較・検討する。 ても説明させる。 テンツ制作ソフト)

解 分 ア を利用してペアで説

決 明する。

☆ ペアで課題を説明

する。

一 ８ 学習課題の解決の方法を確認 ・ 生徒の発表をもとに，板書 ◎ ＩＣＴを利用して

斉 する。 をまとめる。 発表させる。

個 ９ 評価問題に取り組む。 ・ 学習内容の定着を評価す

る。

個 10 学習内容をまとめる。 ・ 中点連結定理という用語を ◎ ＩＣＴを利用して

押さえる。 確認する。

☆ 自分の言葉でまと

ま 10 (反応例) めさせる。

と 分 Ａ Ｐ，Ｑが中点のとき

め

ＰＱ：ＢＣ＝１：２

Ｐ Ｑ （ＰＱは，ＢＣの長さの半分

になる）

ＰＱ∥ＢＣ

Ｂ Ｃ （ＰＱとＢＣは平行になる）

一 11 学習つながりマップで本時の ・ 次時の学習の予告をする。

斉 まとめと次時の確認する。 ・ 次時で証明する。

(6) 検証の方法

・ 学習意欲 … 課題への取組の観察，ワークシートでの確認

・ ＩＣＴ活用 … 予習課題の確認での挙手，学習課題把握場面での観察，確認問題場面での挙手

・ 言語活動 … ペアでの説明の様子の観察，自分の言葉でまとめたワークシートでの確認


